
愛 着 形 成 安定型（B型）

回避型（A型）

アンビバレント型（Ｃ型）

無秩序（Ｄ型）

「安全基地」
 の

不安定

母親が離れると悲しむ
が再会で安心する子

分離時に激しく混乱するくせに、
再開時に怒りをぶつける子

母親が離れてもあまり
動揺しないクールな子

近づきたいのに
怖いという矛盾
した感情を抱え
ている子

文献：J・ボウルビィ『愛着行動 (母子関係の理論 (1) 』（1991） 愛着形成に見られる子どものタイプ

愛着形成に有効な子育て

文献：De WolffとVan IJzendoorn（1997）

と

【対応の基本姿
勢】子どものサイ
ンを敏感に見取っ
て一貫して応える。

【A型の子には】 自立を
認めつつ、子どもに合っ
た愛情の伝え方を探る。

【C型の子には】気分に
左右されず「優しい一貫
性」を示す。

【D型の子には】母親へ
の支援と安心できる人間
関係の再構築が必要。

ネグレクト、養育者の交代、愛着
が形成されにくい施設環境などに
よるトラウマやストレスが要因。

【ＡＣＥ】（小児期逆境体験）①親や家族か
らの身体的虐待、②精神的虐待、③性的虐待、
④ネグレクト、⑤精神的ネグレクト、⑥DVの
目撃（母親の被害）、⑦同居家族の精神疾患、
⑧同居家族の犯罪、⑨同居家族の薬物やアル
コール依存、⑩両親の離婚や別居 など

作成：子育てwin3計画（2025）



愛着形成に関する「９つの育児行動」
De WolffとVan IJzendoorn（1997）

作成：子育てwin3計画（2025）

双方向性 敏感性迅速な
応答

情緒的
サポート

協調性

肯定的
態度

積極的
働きかけ

身体的
接触

（お互いに楽しむ）
（すぐに応答）

（敏感に見取る）

リズム
テンポ
（心地よい流れ）

（協力的な態度）
（温かい支援提供）

（ほめる・認める） （スキンシップ） （発達を促す行動）





エビデンスのある「愛着形成に有効な３つの方法」
De WolffとVan IJzendoorn（1997）

作成：子育てwin3計画（2025）

やり取りを楽しむ！ テンポよく
心地よいリズム

サインを見取り、
適切に介入！（楽しそうに教える）



反抗期

第一次

第二次（思春期）

１～３歳頃

３～４歳頃

11～17歳頃

（イヤイヤ期）

（意図的反抗期）

あり

なし

強いタイプ
弱いタイプ

前向きタイプ
無気力タイプ

作成：子育てwin3計画（2025）



まとめ 【心理的リアクタンス】

【理解のための大前提】

幼児が《コントロールされている》と感じたときに、反発・無視などで抵抗する
のは、単なるわがままではなく、心の発達のごく自然な反応である。

【反発や無視の価値】

【報酬系の作用】自分で決めた遊びは快感になる。
作成：子育てwin3計画（2025）



愛着障害の原因

愛 着 形 成 安定型（B型）

回避型（A型）

アンビバレント型（Ｃ型）

無秩序（Ｄ型）

子どものサインを敏感に
見取って一貫して応える。

自立を求め、対応を控える。

対応が気分に左右される。
優しい時もあれば、無視したり、
怒ったりする時もある。

①殴る・怒鳴る・威
圧する、子供の前で
取り乱すなど、子供
にとって「恐怖の存
在」になっている。

②放置、無関心、頻繁
に親が変わるなど、
「安定した愛着対象」
になっていない。

③親自身がトラウ
マ・うつ・依存な
どで養育機能を果
たせない。

作成：子育てwin3計画（2025）

※日本の伝統的子育て

※欧米型

※増える傾向

「安全基地」
 の

不安定

≒ 愛着形成の不全と逆境体験

ネグレクト、養育者の反復交
代、愛着が形成されにくい施
設等での養育などによるトラ
ウマやストレスが要因。

【逆境体験】①親や家族からの身体的虐待、②精神
的虐待、③性的虐待、④ネグレクト、⑤精神的ネグ
レクト、⑥DVの目撃（母親の被害）、⑦同居家族
の精神疾患、⑧同居家族の犯罪、⑨同居家族の薬物
やアルコール依存、⑩両親の離婚や別居 など

Ａ～Ｄは子供のタイプ
は親の傾向

注）この図における愛着障害と
は広義のものであり、その原因
は「育て方」ではなく、逆境体
験または愛着形成の不全（不安
定な状態）に起因することを示
すものである。

母親が離れると悲し
むが再会で安心する。

安心しきれないため探索行
動が少ない。感情が不安定。

母親が離れてもあまり
動揺しない。クール。

固まる・混乱する・逆方
向に歩く・どうしたらい
いか分からない。

文献：J・ボウルビィ『愛着行動 (母子関係の理論 (1) 』（1991）



愛着障害の原因

…「安全基地」の不安定さ

…➀反応性愛着障害

②脱抑制型愛着障害

…「愛着サイクル」の不足

作成：子育てwin3計画（2025）

愛着サイクル くっついてる
（Attachment）

探索行動 不安/恐れ

帰還慰めてもらう
（Attachment）

回復

探索行動の再開

安全基地の
内在化が強化される

①殴る・怒鳴る・威圧する、子供の前で取り乱すなど、子供にとって「恐怖の存在」になっている。

子供は「近づきたい／でも怖い」葛藤を処理できず、愛着システムが崩壊する。

＊ストレンジ・シチュエーション法
（D型）

②ネグレクト・放置・施設・親が変わるなど、「安定した愛着対象」がない。

③親自身がトラウマ・うつ・依存などで養育機能を果たせない。

（ASD様；ひきこもり、無気力、無関心など）

（ADHD様；知らない大人に過度に親密になろうとするなど）

≒ 愛着形成の不全または未形成



1. 敏感性 子どものシグナルを正確に知覚し、適切かつ迅速に対応する能力。

2. 応答の隣接性 子どものシグナルに対して、時間的にどれだけ迅速に（近く）反応するか。

3. 相互性
親と子の間で、やり取りが円滑で、お互いに楽しんでいる状態や、自然な流れが
あること。

4. 同期性 親と子の行動や感情のタイミングが、リズミカルに一致していること。

5. 協調性 親が子どもの活動や目標に対して、邪魔をせず、協力的な態度で接すること。

6. 情緒的サポート 親が子どもに暖かさ、受容、安心感、および心理的な支援を提供すること。

7. 肯定的態度 親が子どもに対して全体的に温かく、肯定的な感情や見方を持っていること。

8. 身体的接触 親が子どもに触れたり、抱きしめたりするなど、身体的な接触の頻度や質。

9. 刺激 親が遊びや言葉を通じて、子どもの探索や認知的な発達を促す働きかけ。

10. 敏感性 子どものシグナルを正確に知覚し、適切かつ迅速に対応する能力。

育児行動の構成概念

De WolffとVan IJzendoorn（1997）
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